
 ＜ 必ず お守り下さい。（ ケガ や 事故 を 防ぐ ために ）＞

□ 水や油のかかる所や湿度の多い所で使わないで下さい。
        感電 の 恐れ が あります。

□ 引火性ガス，腐食性ガス の発生する所でのご使用は避けて下さい。
        火災 ･ 作動不良 の 原因 に なります。

□ 異物を入れないで下さい。
        内部 に 金属類 や 燃えやすい 物 を 入れると 火災・感電 の 原因 に なります。

□ 内部には絶対に手を触れないで下さい。
        通電 の ままで 内部 に 手 を 触れる と 感電 の 恐れ が あります。

□ 配線が合っているか、必ず確認して下さい。
        間違って 配線 すると、火災・ｼｮｰﾄ の 恐れ が あります。

□ 改造や分解、修理は絶対にしないで下さい。
        火災・感電・作動不良 の 原因 に なります。

　 ■  本  社          　     東京都世田谷区等々力  7-17-24      〒 158 - 0082　   　 TEL  03 ( 3703 ) 8171（代）
　 ■  大  阪 オフィス　    吹田市南吹田　5-16-1　　　　　          〒 564 - 0043　     TEL  06 ( 6380 ) 0321（代）
　 ■  名古屋オフィス　   名古屋市中区伊勢山2-13-6            　〒 460 - 0026　     TEL  052 ( 322 ) 8131（代）
　 ■  刈  谷 オフィス　    刈谷市中山町1-9　　　　　          　　　〒 448 - 0026　     TEL  0566 ( 25 ) 3275（代）

UM-18-0001-A　(2018.04.25)

取 扱 説 明 書

ＥＸＴ形サーモスタット（冷凍・空調装置の温調用）

     このたびは  ＥＸＴ型サーモスタット をお買い上げいただきありがとうございます。

　　   ご使用の前に必ずこの 『 取 扱 説 明 書 』 をよくお読みのうえ、製品を安全にお使い下さい。

株式会社  不 二 工 機

　　   お読み に なった後は、いつでも 見られる所 に 必ず 保管 下さい。

１－１   使用上のご注意

 【 警 告 】下記の注意を守らないと『 火災・感電 』の原因となります。

 【 注 意 】
     下記 の 注意 を 守らない と ケガ や、周辺 の 家財 に 損害 を 与えること が

     あります。

設置上の注意事項

□ 警告で注意した場所の他、次の様な場所への取付けは避けて下さい。
                ・機械振動・衝撃の大きな所     
                ・塵埃の多い所                        

                ・雨や直射日光のあたる所               

                ・周囲温度が －２０～＋60℃ 以外の所

                ・湿度 85％ 以上の所、結露する所
                ・害虫が本器内に進入する所

　 苛性ソーダ等、強アルカリ性物質の付着やそれ等の雰囲気でのご使用
 　は避けて下さい。

□ 事故防止や本器の保護の為、カバーは必ず取付けて使用して下さい。

□ 結線上の注意事項は、第４項をお読み下さい。

□ ブラケット取付けの際は、添付ネジ( Ｍ４×６ｍｍ )より長いネジは
　 絶対に使用しないで下さい。
　 感電又は、誤作動、スイッチ破損の恐れがあります。

□ カバー及びツマミには難燃性の樹脂を使用して居りますが、周囲温度
　 が6０℃以上になる場所に取付けたり接触させたりしないで下さい。

□ ひょうたん穴部より壁へ取付の際は、φ４.5～φ5.0の木ネジを使用
　 して下さい。

□ ブラケット取付け、パネル取付け等の際は配線をはさみ込まないよう
　 に取付けて下さい。

□ 配線口のゴムセンは必ず付けて結線して下さい。

１－２   使用上のご注意

□ メチルアルコール、ベンジン、シンナーなどの有機溶剤やアンモニア

感温筒取付上の注意事項

□ Ａ封入のサーモスタットではどのような方向、高さに取り付けても性能に
   変わりはなく、また室温による影響もありませんが、ガス封入のサーモス
   タットではカバー側が感温筒より高い温度になるように取り付けて下さい。
   （封入方法については製品仕様の一覧表を参照して下さい。）

□ 冷蔵庫などの制御の場合、感温筒は蒸発器の付近で、冷気の循環のよい
   上方に取り付けて下さい。又、感温筒は庫内壁面及び、蒸発気などに
   接触しない様に注意して取付けて下さい。

□ 感温筒部の通風、温度昇降速度の状態によって作動温度が変化する
   ことがあります。

□ 感温筒やキャピラリーは、水中（海水、水道水、地下水など）での使用は、
　 避けてください。腐食により作動不良となります。

□ 感温筒やキャピラリーに、直接振動がかかるような場所への取付けは
　 しないで下さい。
　 キャピラリーが折れたり、ネジが緩み作動しない恐れがあります。

□ キャピラリー取出口には、キズがついたり折れたりしないように保護用の
　 ゴムが付けてあります。取出口を変える際は必ず保護用ゴムを正しい位置
　 に取付けて下さい。

□ 隔測温度計等の他の感温筒と一緒にテーピングしないで下さい。
　 感温筒表面が実際の温度を感知できず誤作動することがあります。

１－３   使用上のご注意

   まず、商品をご確認下さい。

・本体
・取扱説明書（本書）
・取付ブラケット
・取付ネジ　：３ヶ（M4×６mm）
・アースネジ：１ヶ

□ 付属のブラケットと取付ネジを使って、振動が直接加わらない場所に確実
　 に取付けて下さい。　

□ 内部に電気接点がありますので、水のかかる場所やほこり（砂ぼこり等）
    の多い場所も避けて下さい。
    （防滴、防塵用の保護ケース「EDP-1」をご使用下さい。）

ブラケット取付穴位置
と取付方法 　　　　　　　　   （ブラケット寸法）

　

３   取　付

２   開　梱



 

結線上の注意事項

□ カバーの取外しは、一方の手で本体を持ち他方の手でカバーを持ち互いに
　 引いて下さい。

□ 必ず 電源を切ってから 結線工事を行なって下さい。

□ 結線図（下図）を参照にしながら、正しく確実に結線を行なって下さい。

□ 端子部のネジは確実に締付けて下さい。  
    締付け不足ですと 端子部が発熱し、焼損や火災の原因となります。
  ＊より線をご使用の場合は、他の端子に触れてショートする事の無い様注意して下さい

□ 結線終了後、必ず 結線を再確認してから 通電して下さい。

□ AC200V三相は、本品のみでは制御できません。電磁開閉器を併用して
    下さい。

□ カバーを外し、ゴムセンに切込みを入れて配線コードを差込んで下さい。

□ アース結線が必要な場合は、タンシダイ右上のアース端子に添付のアース
　ネジを使って結線して下さい。

結　線　方　法

結線図
　　　　　　　　　　　：温度が下がると矢印の

　　　　　　　　　　　  方向にスイッチが作動

　　　　　　　　　　　  します

ﾋｰﾀｰ等　　　 電磁弁・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ等

＊冷房での使用時は、共－冷　端子に結線して下さい。
＊暖房での使用時は、共－暖　端子に結線して下さい。

４   結　線

暖共 冷

～ 負荷 負荷

 

□ 温度調節用ツマミを回し目盛をカバー指針（▽印）に合わせることにより
　 所用の温度調節を行って下さい。

　 ＊冷房制御で接続端子が共－冷の時は、ＯＦＦ点の温度設定になります。
　 ＊暖房制御で接続端子が共－暖の時は、　ＯＮ点の温度設定になります。

　　　冷房制御（共－冷） 　　　　暖房制御（共－暖）

□ 入切温度差は、固定式ですので調節できません。

□ 目盛設定温度と庫内温度との温度差が大きいときは、温度設定の際に庫内
　 温度を温度計でご確認の上、設定を行って下さい。
　 （庫内の温度変化が速い時、庫内が大きく場所により温度バラツキがある
　 　時は目盛設定温度と庫内温度との温度差が大きくなることがあります。）

 

５   温度設定方法

６   外　観・寸　法

△
設定値

温度 高

ＯＮ
ＯＦＦ

△
設定値

温度 高

ＯＮ
ＯＦＦ

Ｌ、Ｂ寸法につきましては
製品仕様の一覧表を参照し
て下さい。

 

ＯＮしない ① 感温筒を正しい位置にかえる。

② 電装回路の再チェック。

③ サーモスタットの交換。

ＯＦＦしない ① 感温筒を正しい位置にかえる。

② 過電流の有無確認。

③ サーモスタットの交換。

目盛の指示通りに作動しない ① 感温筒を正しい位置にかえる。

② 庫内の場所による温度バラツキの確認。

③ 庫内の温度循環が良いか確認。

④ サーモスタットの交換。

テレビがちらつき、ラジオに ① サーモスタットと受信機の電源を別にする。

雑音がはいる

温度調節範囲
(℃)

入切温度差(℃)
感温筒

制限温度
本体部

制限温度
感温筒

封入方法
感温筒
長さB

ｷｬﾋﾟﾗﾘ
長さL

ＥＸＴ－６０ +３０～+９０ ２～５(固定) -５０ ※

～100℃

ＥＸＴ－Ｃ１５ -１０～+４０ -２０ Ａ封入 55mm １ｍ

ＥＸＴ－１ -２０～+２０ -５０ ～６０℃

ＥＸＴ－Ｍ１５ -３０～+　０ ～６０℃

ＥＸＴ－Ｍ３５ -５０～-２０ ２～５(固定) ガス封入 86mm ２ｍ

ＥＭＴ３－１ -２０～+２０ 約１.５(固定) Ａ封入 84mm １ｍ

　　　※キャピラリー長さは標準であり１ｍ,２ｍ,３ｍも製造しております。

AC125V AC 250V DC12V DC24V

接続端子

共－冷  50 Ａ  50 Ａ 5Ａ 3A

共－暖 －－－ －－－ 3Ａ 3A

共－冷  15Ａ  15Ａ 5Ａ 3A

共－暖  3A  3A 3Ａ 3A

単極双投

＊定格電流より大きい負荷又は、モ-タ-負荷等の開閉には必ず電磁開閉器をご併用して下さい。

＊EMT3-1形の電気定格は以下のように上記より小さくなります。
AC125V AC 250V DC12V DC24V

1.8A 1.1A 3.7A 0.7A

 15 Ａ  10 Ａ 11A  ４Ａ

 11A  8Ａ  6Ａ 0.7A

単極双投

＊製品仕様は改良の為、予告なしで変更することがあります。

力率(投入/遮断)

１～４(固定)

誘導負荷

無誘導負荷電流値

接点構成

定格電流

製品仕様

接点構成

定格電圧

モ-タ-負荷電流値

瞬間電流値

定格電圧

製品名

瞬間
電流値

無誘導負
荷電流値

８   仕　様 

７   不具合発生時の確認事項

現　　象 対　　策

0.7～0.8
／0.4～0.5

0.7～0.8
／0.4～0.5

誘導負荷

１．Ｐ形感温筒取付ネジ

形　式 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｈ
Ｐ３０ Ｒ3/8 １５ （４７.５） φ　９.７ 21

Ｐ４０ Ｒ1/2 １９ （５６.５） φ１３.０ 26

Ｐ６０ Ｒ3/4 ２０ （６０.５） φ１９.５ 35

２．ＥＤＰ－１形防滴ケース

　　　　ＥＤＰ－１ご使用の際は専用ブラケットをご使用下さい。

□ 本製品の保証期間は、特に両者間にて定めのない限り、
　 納入後１年間とさせて頂きます。

□ 保証期間内に当社の責任による故障が生じた場合には、製品の修理
　 または交換させて頂きます。

□ 保証は本製品の単体の保証を意味し、本製品の故障によって
　 誘発される損害は除かせて頂くものとします。

９   オプショナル部品

１０   保証範囲


